
外国人来訪者等が利用する施設での災害発生時の対応について 

池田市消防本部予防課 



１．消防庁ガイドライン 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けまして、多数の

外国人来訪者や障害者等が、駅や競技場、旅館・ホテル等を利用することが予想されま

す。そこで、これらの施設において火災等の災害が発生した場合の災害情報の伝達と避

難誘導に関する方法をお知らせします。 

○参考：消防庁 

「外国人来訪者や障害者等が利用する施設における災害情報の伝達及び避難誘導に関

するガイドライン」 

２．対象施設 

（１）競技場 

（２）旅館、ホテル、宿泊所、民泊 

（３）駅舎 

（４）その他、多数の外国人来訪者や障害者等の利用が想定されるもの 

３．災害情報の伝達及び避難誘導のポイント！ 

（１）消防用設備等の多言語化をしましょう。 

（２）文字、絵や映像、地図などを組み合わせて、災害情報及び避難誘導に関する情報

の視覚化を行いましょう。 

（３）スマートフォンアプリを使って、情報を多言語化・視覚化しましょう。 

外国人来訪者や障害者等の事情に配慮した災害情報の伝達及び避難誘導を行う

ために必要なアプリ 

例）外国語音声翻訳アプリ VoiceTra 

外国人旅行者向けプッシュ型情報発信アプリ Safety tips 

（４）フリップボードを活用し、自衛消防隊員が駆け付けて災害情報及び避難誘導を直

接行いましょう。 

※別紙参照

（５）翻訳（対訳）機能付き拡声器の活用を検討してください。 

（６）タブレット（スマートフォンを含む。）の活用を検討してください。 



４．消防訓練を実施してみよう！ 

災害情報の伝達及び避難誘導について、従業員等への必要な教育及び訓練を行いまし

ょう。 

また、「火災、地震その他の災害が発生した場合における消火活動、通報連絡及び避

難誘導に関すること」として、災害情報や避難誘導の多言語化した内容などについて記

載した自衛消防活動の内容を、消防計画に規定しましょう。 

５．情報発信（多言語化・視覚化） 

ガイドライン通知に基づき、災害情報の伝達及び避難誘導についての多言語化や文字

等による視覚化、障害など利用者の様々な特性に応じた対応などを行うことにより、外

国人来訪者や障害者等に配慮した自衛消防体制を整備した事業所においては、その旨を

ホームページ等に掲載しましょう！ 



別紙 

フリップボードの表示コンテンツ例  

備 考 

 ・原則として日本語と英語を併記してください。 

・参 考：外国人来訪者や障害者等が利用する施設における災害情報の伝達及び避難

誘導に関するガイドライン（総務省消防庁）

URL:https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/post-3.html 
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